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か
ら
多
く
の
方
々
が
会
場
へ
駆
け
つ
け
、

温
か
い
声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
こ
の
力
強
い
応
援
は
発
表
者
に
と
っ

て
大
き
な
励
み
と
な
り
、
最
優
秀
賞
と
い

う
栄
誉
あ
る
結
果
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
本

発
表
大
会
の
出
場
に
際
し
、
ご
支
援
い
た

だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
生
産
支
援
課
）

　

７
月
９
日
～
10
日
、「
第
53
回
全
国
酪

農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会
」
が
ロ
ワ

ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
那
覇
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会
議
の
代
表
と

し
て
蒜
山
地
区
の
長
恒
泰
裕
さ
ん
が
発
表

さ
れ
、
経
営
発
表
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
、
見
事
全
国
優
勝
を
果
た
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
発
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
理
念
を
掲

げ
、
儲
か
る
酪
農
と
持
続
可
能
な
経
営
の

実
現
に
向
け
て
、
最
新
技
術
の
導
入
や
自

給
飼
料
の
強
化
、
地
域
と
の
連
携
な
ど
、

多
角
的
な
経
営
改
善
に
取
り
組
む
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
長
恒
さ
ん
の

発
表
は
完
成
度
が
非
常
に
高
く
、
日
頃
か

ら
の
安
定
し
た
経
営
や
実
践
の
積
み
重
ね

が
随
所
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
他
の
発
表

を
一
歩
リ
ー
ド
し
て
い
る
と
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

審
査
講
評
で
は
、
①
個
体
管
理
と
作
業

の
省
力
化
を
両
立
す
る
こ
と
で
、
労
働
効

率
の
向
上
と
乳
質
・
乳
量
の
大
幅
な
改
善

を
実
現
し
て
い
る
。
②
休
耕
田
の
活
用
や

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
へ
の
取
り
組
み
が
、
循

環
型
酪
農
の
模
範
と
な
る
優
れ
た
事
例
で

あ
る
。
③
性
別
や
経

験
を
問
わ
ず
誰
で
も

作
業
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
お

り
、
労
働
効
率
の
向

上
だ
け
で
な
く
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

面
で
も
優
れ
て
い
る

こ
と
の
３
点
が
特
に

高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
大
会

は
台
風
の
影
響
を
受

け
る
厳
し
い
天
候
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
よ
う
な
状
況
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
遠
方

長
恒
泰
裕
さ
ん
全
国
発
表
大
会
で
優
勝

最優秀賞に輝いた長恒さん
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岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟　

第
25
回
通
常
総
会
開
催

　

７
月
８
日
、岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟（
委

員
長　

三
宅
穣
次
）
は
、「
第
25
回
通
常

総
会
」
を
お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
３
階
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
総
会

に
は
代
議
員
制
度
に
よ
る
会
員
46
名
が
出

席
し
、「
改
正
畜
安
法
の
見
直
し
」「
生
乳

の
需
給
緩
和
防
止
へ
」、
県
内
の
牛
乳
・

乳
製
品
の
消
費
拡
大
に
向
け
「
高
等
学
校

生
徒
等
に
牛
乳
を
供
給
す
る
仕
組
み
の
構

築
」
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
三
宅
委
員
長
は
「
要
請

活
動
の
成
果
と
し
て
、
県
か
ら
重
点
支
援

交
付
金
の
一
部
で
配
合
飼
料
の
補
給
金
が

入
っ
た
。
現
在
の
要
請
活
動
と
し
て
は
改

正
畜
安
法
の
見
直
し
を
上
げ
て
お
り
、
規

制
改
革
会
議
・
政
治
連
盟
・
酪
政
会
と
の

議
論
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い

く
。
一
方
で
国
の
上
振
れ
た
税

収
の
一
部
を
円
安
で
苦
労
し
て

い
る
企
業
に
還
元
し
て
も
ら
う

働
き
か
け
を
し
て
い
く
。
ま

た
、
少
子
化
対
策
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
観
点
を
含
め
高
校
で

の
給
食
提
供
、
牛
乳
・
地
産
地

消
の
米
・
野
菜
を
使
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
を
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。
こ
の
改
正
畜
安

法
の
見
直
し
と
高
校
で
の
給
食

提
供
を
二
本
柱
と
し
て
要
請
活

動
を
行
っ
て
い
く
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
方
々
よ
り
、
次
の

よ
う
な
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

《
日
本
酪
農
政
治
連
盟
　

南
部
顯
弘
幹
事
長
》

国
へ
の
要
請
活
動
を
一
層
強
化

し
な
が
ら
施
策
実
現
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。
関
係
機
関
と
の
強

い
連
携
の
も
と
、
尽
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

《
岡
山
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　
久
山
直
樹
参
事
》

農
政
連
盟
と
酪
政
連
が
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
政
府
与
党
・
県
議
会
・
市
町
村

の
議
会
の
先
生
方
に
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
く
。

《
中
国
生
乳
販
連植

野
光
雄
代
表
理
事
常
務
》

乳
価
値
上
げ
実
現
に
向
け
、
酪
政
連
の

活
動
や
東
日
本
・
北
海
道
の
生
産
者
と

の
横
の
連
携
を
つ
な
い
で
い
き
つ
つ
対

応
を
考
え
て
い
く
。
全
国
的
な
動
き
に

な
る
よ
う
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

《
お
か
や
ま
酪
農
業
協
同
組
合

檜
尾
康
知
代
表
理
事
組
合
長
》

需
要
期
増
産
、
不
需
要
期
抑
制
と
い
う

循
環
を
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
何
ら

か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
国
会
議
員
秘
書
の
皆
様
・
お
か

や
ま
酪
農
の
役
員
の
方
々
に
も
ご
来
賓
と

し
て
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
に
備
北
支
部
の
小
倉
清

志
さ
ん
を
選
出
し
、
令
和
７
年
度
の
運
動

報
告
と
収
支
決
算
、
令
和
８
年
度
の
運
動

方
針
と
収
支
予
算
案
、
会
費
賦
課
徴
収
の

件
、
役
員
手
当
支
給
に
関
す
る
件
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件
、
中
央
委
員

選
任
の
件
に
つ
い
て
慎
重
審
議
さ
れ
、
全

て
の
議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
改
選
は
、
新
委
員
長
に
備

北
支
部　

三
宅
穣
次
さ
ん
、
副
委
員
長
に

備
前
支
部　

松
﨑
範
之
さ
ん
、
備
南
支
部

　

東
山
大
介
さ
ん
、
津
山
支
部　

永
禮
淳

一
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
委
員
は
三
宅
新
委
員
長
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採

択
で
は
、
備
北
支
部　

上
森　

亨
さ
ん
に

お
願
い
し
力
強
く
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
和
し

ま
し
た
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

・
改
正
畜
安
法
の
見
直
し
を
勝
ち
取
ろ
う

・
飼
料
価
格
安
定
制
度
の
拡
充
を
図
ろ
う

・
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
と
酪
農
理

解
醸
成
を
図
ろ
う

・
国
産
飼
料
の
生
産
・
利
用
を
拡
大
し
よ

う
・
食
を
守
れ
な
い
国
に
未
来
は
な
い
。
国

土
保
全
に
必
要
な
酪
農
を
守
ろ
う

・
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け
農
林
水

産
関
係
予
算
の
拡
充
を
図
ろ
う

・
家
畜
防
疫
・
有
害
鳥
獣
対
策
を
強
化
し

よ
う

　

今
後
、
会
員
皆
様
の
貴
重
な
意
見
、
要

望
を
頂
き
な
が
ら
国
、
県
に
要
請
活
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
事
務
局
）

三宅委員長の挨拶
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７
月
２
日
、
県
酪
農
政
治
連
盟
は
三
宅

委
員
長
、
東
山
副
委
員
長
、
松
﨑
委
員
、

永
禮
委
員
、
安
富
お
か
ら
く
女
性
部
委
員

長
、
事
務
局
の
６
名
が
小
野
田
大
臣
に
面

会
し
、
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
宅
委
員
長
が
小
野
田
大
臣
に
要
請
書

を
手
渡
し
、
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

特
に
牛
乳
乳
製
品
の
消
費
拡
大
施
策
と

し
て
高
等
学
校
生
へ
の
牛
乳
の
飲
用
習
慣

の
普
及
・
定
着
を
図
り
た
い
こ
と
、
ま
た

物
価
高
騰
、
家
計
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

も
、
高
等
学
校
へ
の
給
食
提
供
を
実
現
し

た
い
の
で
、
ご
協
力

い
た
だ
け
る
よ
う
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

小
野
田
大
臣
は
酪
農

情
勢
を
十
分
理
解
さ

れ
て
お
り
、
国
民
の

安
全
を
守
る
た
め
に

も
食
料
安
全
保
障
は

不
可
欠
で
あ
り
、
食

料
自
給
率
を
上
げ
る

た
め
に
も
酪
農
・
農

業
政
策
は
重
要
と
の

お
考
え
を
示
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
酪
農
政
治
連
盟

で
は
、
今
後
と
も

国
、
県
等
へ
の
要
請

活
動
を
通
じ
、
酪
農

窮
状
を
訴
え
酪
農
経

営
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
県
酪
政
連
事
務
局
）

小
野
田
紀
美
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
へ

要
請
活
動

小野田大臣へ要請書を手交

　

７
月
22
日
、「
第
16
回
全
日
本
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
岡
山
県
出
品
対
策
協
議
会

解
散
総
会
（
以
下
、
第
16
回
全
共
岡
山
県

出
品
対
策
協
議
会
解
散
総
会
）
並
び
に
第

17
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
岡
山

県
出
品
対
策
協
議
会
設
立
総
会
（
以
下
、

第
17
回
全
共
岡
山
県
出
品
対
策
協
議
会
設

立
総
会
）（
会
長　

檜
尾
康
知
）」
が
岡
山

市
北
区
の
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
役
員
21
名
の
う
ち
、
出
席
者
17
名
、

委
任
状
１
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

顧
問
で
あ
る
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

岡
山
県
本
部
県
本
部
長　

川
崎
敦
史
様
、

岡
山
県
農
業
共
済
組
合
組
合
長
理
事　

石

井　

博
様
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
ず
は
令
和
７
年
度
事
業
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
第
16
回
全
共
岡
山

県
出
品
対
策
協
議
会
の
解
散
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
ま
し
た
。
解
散
が
承
認
さ
れ
た
の

ち
、
続
い
て
第
17
回
全
共
岡
山
県
出
品
対

策
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
諮
ら
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

の
開
催
は
令
和
12
年
に
な
り
ま
す
。
ま
だ

開
催
地
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
岡

山
県
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
等
か
ら
の
協

力
を
得
な
が
ら
４
年
後
の
開
催
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）

第
16
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

岡
山
県
出
品
対
策
協
議
会
解
散
総
会
並
び
に

第
17
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

岡
山
県
出
品
対
策
協
議
会
設
立
総
会
開
催

総会で挨拶される檜尾会長
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はじめに
　近年、「今年も暑い夏だった」という言葉を毎年のように耳にするようになりました。猛暑日が続く
ことも珍しくなくなり、酪農経営において暑熱対策は欠かせないものとなっています。
　乳牛は暑さに弱く、高温多湿の環境では体温を下げようと呼吸数が増加し、多くのエネルギーを消費
します。採食量の低下から乳量、乳成分の低下だけではなく、受胎率の低下や発情兆候が弱くなるなど、
繁殖成績にも影響を及ぼします。暑熱ストレスを軽減することは、夏場だけでなく、その後の生産性を
維持するためにも重要な取り組みです。
　暑熱対策というと送風機やミストなどを思い浮かべる方が多いと思いますが、それと同じくらい重要
なのが「牛舎へ熱を入れない」という考え方です。
　今回は、牛舎屋根へ遮断熱シートを施工した事例をご紹介します。
屋根から伝わる「輻

ふく

射
しゃ

熱
ねつ

」に注目
　真夏の屋根は、強い日差しによって非常に高温になります。暑くなった屋根で熱せられた熱は、牛舎
内へ放射され、牛は頭上から常に熱を受けています。この熱を「輻射熱」と呼びます。この輻射熱は、
牛舎内の暑さを感じる要因の一つです。送風機は空気を動かすことはできますが、屋根から伝わる熱そ
のものは防ぐことはできません。そこで注目されているのが、屋根からの熱の侵入を抑える遮断熱シー
トです。
　遮断熱シートは、アルミ層で輻射熱を反射し、牛舎内への熱の侵入を抑えることで、牛舎内の温度上
昇を軽減します。
　また、既存の牛舎にも大規模な改修工事を行うことなく導入できることも特徴です。
導入事例
　今回ご紹介する牧場では、乾乳牛舎へ遮断熱シートを施工しました。これまで屋根には特別な暑熱対
策を行っておらず、毎年夏場には分娩後の事故や難産が課題となっていました。
　乾乳牛舎の施工面積は約250㎡、遮断熱シートを屋根下へ施工し、施工前後の屋根裏温度を比較しま
した。
屋根裏温度は約14℃低下
　施工前に測定した屋根裏温度は37.3℃でし
た。一方、遮断熱シート施工後は23.5℃とな
り、約14℃の温度低下する結果となりまし
た。※５月時点での屋根裏温度を測定
　施工中から「屋根から伝わる温度が和らい
だ」と感じられるほどで、設置途中の段階か
ら屋根から侵入する熱を抑える効果を実感す
ることができました。
　屋根から侵入する熱が軽減されることで、
屋根裏で暖められた空気の発生も抑えられま
す。その結果、送風機によって牛舎内を循環
する空気の上昇が和らぎ、牛舎全体の暑熱環
境の改善につながることが期待できます。
施工はシンプル
　施工の準備品として、遮断熱シート（縦1.2m×横42m）×５個、ベニヤ板（1800mm×900mm）×８枚、
木ネジ×400本、タッカー（針含）、カッター、メジャーを用意しました。
　施工は、以下の流れで行いました。
　　①遮断熱シートとべニア板を必要な長さに裁断

夏場の乳牛を暑さから守るために
～「熱を入れない」暑熱対策　遮断熱シート導入事例～

全国酪農業協同組合連合会　中四国事務所　池部　昌則

写真２　施工後の屋根裏温度写真１　施工前の屋根裏温度
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　　②屋根裏へタッカーで仮止め
　　③ベニヤ板を木ネジで固定
　遮断熱シートはカッターで簡単に切ることができます。既存の牛舎を活用しながら施工できるため、
大掛かりな改築を行うことなく導入できます。
　施工は比較的シンプルですが、屋根下での高所作業となるので、安全帯や足場などの安全対策を十分
に講じて安全を最優先に作業を行ってください。

最後に
　「風を送る」「水で冷やす」だけではなく、「牛舎へ熱をいれない」という考え方を取り入れることで、
送風機やミストとの相乗効果も期待できます。屋根から侵入する熱を抑えることは、牛舎環境の改善に
つながり、乳牛の暑熱ストレス軽減や生産性の維持に役立ちます。
　暑さが年々厳しくなる今だからこそ、自分の牧場に合った暑熱対策を見直し、
牛にも人にも快適な牛舎環境作りを進めてみてはいかがでしょうか。今回の事例
が、これから暑熱対策を検討される際の参考になれば幸いです。
　「暑熱対策で牛の健康と経営を守ること」を合言葉に、今年も全酪連としてサ
マーリリーフに取り組みます。ご不明な点がございましたら、お近くの全酪連担
当者までお問合せください。

写真３　施工前の屋根裏のようす

写真５　ベニヤを裁断

写真７　ベニヤ板で木ねじを止める

写真４　遮断熱シートを裁断

写真６　遮断熱シートをタッカーで仮止め

写真８　施工後の屋根裏のようす

サマーリリーフ2026
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　「カビ毒」とは、パンにはえてしまう青カビや風呂場の黒カビのように目に見えるカビとは異なり、
圃場で育つトウモロコシや大豆などの飼料原料中に発生するカビや飼料の保管中に発生するカビ、飼養
環境で発生するカビ等が雨や熱波、その他環境要因などから受けるストレスにより産生する有毒物質
で、家畜の健康や生産性、繁殖に悪影響をもたらします。
　カビがあるからといってカビ毒があるとは限らず、カビが見えないからといってカビ毒がないとは限
りません。
　カビ毒は見えない脅威！この影響を取り除けば今以上の成績が望めるかも…
カビ毒とは、植物病原菌であるカビや貯蔵穀物等を汚染するカビが産生する化学物質のうち、健康に
悪影響を及ぼすものをいう。カビ毒の事をマイコトキシン（mycotoxin）ということもある。
カビ毒は世界で600種類以上が存在、日本の畜産現場で多く汚染が確認されているのは、“デオキシニ
バレノール（DON）”“ゼアラレノン（ZEN）”“アフラトキシン（Afla）”“フモニシン（FUM）”“オ
クラトキシン（OTA）”“T2/HT-2トキシン”等…
カビ毒は１種類だけに汚染されることは少なく、通常は何種類、場合によっては何十種類ものカビ毒
に同時に汚染されてしまう。また、カビ毒の組合せによって、元々の毒性が何倍も強力になる「相乗
効果」が存在する。特に国内では、ZEN、FUMなどのフザリウム属由来のカビ毒の複合汚染には注
意が必要。

　カビ毒吸着剤には主に、鉱物系（ベントナイト・ゼオライトなど）と、酵母細胞系があり、またその
両方が複合されている製品もある。一般的には鉱物系の方が酵母細胞系より１頭当りの推奨添加量が多
い傾向にある。また、鉱物系の中にはビタミンやミネラル等も一緒に吸着してしまうものもある。
　カビ毒吸着剤は、製品によって吸着できるカビ毒の種類が異なる。自農場で使用しているカビ毒吸着
剤が合っているかどうかは、使用している農場主の日頃の観察力と判断による。信頼できる試験データ
が揃っている製品を選択し、使用する吸着剤や給与量を把握すること。

　自農場で給与する飼料にどのようなカビ毒が存在するのか、あるいはそのカビ毒にどの吸着剤が適し
ているのか、適正な給与量となっているか等、分析するこ
とが結果的に農場の収益性向上につながる。
　おからくでは、カビ毒の種類を検出するだけでなく、濃
度や危険度などをデータ化し、レポートとして見える化し
て提供します。
　さらに、分析データを基に牧場ごとの要望に合わせ、添
加剤の種類、容量、季節別変更、頭数ごとの変更が可能な
効率的・合理的かつ低コストな総合混合添加剤飼料「オリ
ジナルプレミックス」を農場ごとに製品化いたします。
　ぜひ、最寄りの事務所担当者までご相談ください。

（事業本部）

Nカビ毒とはなんぞや？N

急性の主な症状
・元気消失
・下痢（血様など）
・腫れ（肛門、陰部、目）
・起立不能（食欲廃絶からの低Ca症に起因）
・低体温（38.5℃以下）
・じんましん
・突然死

カビ毒吸着剤の使用上の留意点
★乾乳牛、高泌乳牛など抵抗力の弱い牛を優先する
★かびやカビ毒が多い場合は規定の範囲内で最大値を給与する
★信頼できる試験データがある製品を選択する
★増減する時は、特に状態を確認する

慢性の主な症状
・反芻は強いのに鼻全体から垂れ下がる透明
な鼻水、よだれ
・不安定な採食量
・軟便・下痢
・免疫機能の低下
・繁殖性低下、早産や流産、リピートブリーダー
・日ごとに乳量が変わる

N

N

N
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乳牛受精卵情報（畜産研究所HP）はこちら！

今
後
の
乳
牛
受
精
卵
供
給
体
制
・
凍
結
卵
情
報
に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
　
畜
産
研
究
所

　畜産研究所より、今後の受精卵供給についてのお知らせです。
　これまで畜産研究所では、乳牛の性判別新鮮卵を中心に供給を行うため、優れた遺伝能力を
持つ乳用牛からの採卵を実施してきました。しかしながら、近年では性選別精液が普及してい
ることから、９月以降の乳牛受精卵供給については、受卵牛の発情に合わせて簡易に移植可能
なダイレクト凍結卵の作製を主体とする体制に移行させていただきます。ダイレクト凍結卵の
作製にあたっては、暑熱耐性に優れるスリック遺伝子保有牛や、無角遺伝子保有牛等、特色の
ある受精卵作製も計画しています。
　受精卵の種別ごとの扱いは、表１のとおりです。ダイレクト凍結卵のリストについては、当
所のホームページへ掲載しています。なお、更新は月１回程度を予定しています。
　また、和牛受精卵リストについても当所のホームページに掲載予定ですので、併せてご覧く
ださい。
　体制の変更に伴いご迷惑をおかけしますが、今後も優良な受精卵の作製に努めて参りますの
で、引き続きよろしくお願いいたします。

ダイレクト凍結卵 随時譲渡可能。
リストをHPに掲載中です。

クライオトップ卵
随時譲渡可能。（畜産研究所での融解が必要です）
受精卵の詳細は個別にお問い合わせください。
取扱個数をHPに掲載中です。

新鮮卵
所内採卵※に合えば、配布可能。（※ダイレクト凍結卵作製のための採卵）
採卵日は個別にお問い合わせください。
♀判別卵は、原則クライオトップ卵での対応とさせていただきます。

ダイレクト凍結卵案内（優良牛、性選別精液使用） Ｒ８年７月末時点

採卵牛 総合指数
（2026年２月）

順位
（上位％） 種雄牛 TPI NTP 個数

ウルル
1390973202

3267 １％

エンパワー（♀） 629H20939 3080 － 6

　 　 トウルーパー（♀） 614H15179 3277 3662 2

キヤスト
1354972036 2928 ４％ デデイケート（♀） 551H3590 2991 2756 3

キルト
1354871971 2915 ５％ レツチワース（♀） 550H16110 3155 3048 4

リア
1390973165 2908 ５％ トウルーパー（♀） 614H15179 3277 3662 4

受精卵、産子情報等の詳細は、畜産研究所　繁殖衛生研究グループまでお問い合わせください。
☎0867-27-3349（飼養技術研究室）　☎0867-27-3627（受精卵処理室直通）

産子の
ようす

キルト×レツチワース
（現在２ヶ月齢）

リア×トウルーパー
（現在6.5ヶ月齢）

表１　受精卵種別ごとの取り扱い
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７
月
17
日
、「
お
か
や
ま
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
改
良
同
志
会
（
会
長　

山
本
真
五
）
令

和
８
年
度
通
常
総
会
」
が
岡
山
市
北
区
建

部
町
の
た
け
べ
八
幡
温
泉
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
会
員
数
11
名
（
会
員
数
56
名
）、

来
賓
に
岡
山
県
よ
り
畜
産
課
の
岡
田
英
樹

総
括
参
事
・
大
坂
文
美
恵
技
師
、（
一
社
）

家
畜
改
良
事
業
団
岡
山
事
業
所
よ
り
栗
田

篤
所
長
・
田
村
真
弥
技
師
、
そ
し
て
お
か

ら
く
よ
り
檜
尾
康
知
組
合
長
を
お
招
き
し

監　

事　

吉
本　

卓
弘
さ
ん

　
（
備
南
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン改

良
同
志
会
）

理　

事　

松
﨑　

範
之
さ
ん

（
備
前
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
）

理　

事　

東
山　

大
介
さ
ん

　
（
備
南
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン改

良
同
志
会
）

　

７
月
21
日
、「
お
か
や
ま
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
組
合
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
備
南
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良

同
志
会
の
東
山
大
介
さ
ん
を
選
出
し
、
書

記
は
お
か
ら
く
生
産
支
援
課
の
井
元
銀
河

さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。
す
べ
て
の
議
事
に

つ
い
て
、
慎
重
審
議
さ
れ
、
可
決
い
た
し

ま
し
た
。

　

現
在
の
酪
農
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況

で
あ
り
、
ま
た
本
同
志
会
と
し
て
も
予
算

が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

創
意
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
関
係
機
関
を
は
じ

め
、
皆
様
方
の
支
援
な
く
し
て
は
、
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
総
会
に
お

い
て
新
役
員
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
任

期
は
２
年
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
役
員

会　

長　

山
本　

真
五
さ
ん

　
（
備
南
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン改

良
同
志
会
）

副
会
長　

吉
原　

直
樹
さ
ん

（
津
山
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
）

副
会
長　

長
恒　

泰
裕
さ
ん

（
蒜
山
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
）

監　

事　

上
森　
　

亨
さ
ん

（
び
ほ
く
乳
牛
改
良
同
志
会
）

理　

事　

長
綱　

雄
一
さ
ん

（
蒜
山
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
）

理　

事　

岡
山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校

（
備
前
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
）

（
生
産
支
援
課
）

　

協
議
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
慎
重
な

審
議
の
う
え
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

規
約
の
う
ち
、「
第
５
条　

組
合
員
の
責

務
」
の
改
正
お
よ
び
「
第
14
条　

脱
退
勧

告
」
の
新
設
に
つ
い
て
、
協
議
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
充
実
と
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
改
選

組
合
長　

藤
本　

実
さ
ん（西

大
寺
地
区
）

副
組
合
長　

朝
倉
正
治
さ
ん（
備
南
地
区
）

　
　
　
　
　

廣
金
良
昭
さ
ん（び

ほ
く
地
区
）

監　
　

事　

宮
野
晃
好
さ
ん（
津
山
地
区
）

　
　
　
　
　

美
甘
正
平
さ
ん（
蒜
山
地
区
）

（
生
産
支
援
課
）

お
か
や
ま
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会

令
和
８
年
度
通
常
総
会
開
催

お
か
や
ま
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
総
会
開
催

総会風景

総会のようす
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７
月
15
日
、「
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟

備
北
支
部
・
び
ほ
く
酪
農
組
合
の
第
24
回

定
期
総
会
」
が
高
梁
市
落
合
町
の
モ
ラ
ン

ボ
ン
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
12
名（
15
名
中
）が
出
席
さ
れ
、

ま
た
来
賓
の
皆
様
に
も
18
名
の
出
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

酪
政
連
備
北
支
部
の
総
会
は
三
宅
支
部

長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
衆
議
院
議
員　

加

藤
勝
信
様
の
秘
書　

坂
本
様
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
第
１
号
議
案
か
ら
第

４
号
議
案
ま
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
、
び
ほ
く
酪
農
組
合
総
会

は
、
鍋
島
組
合
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
高

梁
市
産
業
経
済
部
農
林
課
課
長　

吉
岡

様
、
岡
山
県
美
作
県
民
局
第
二
班
総
括
副

　

８
月
１
日
、
お
か
や
ま
コ
ー
プ
主
催
の

「
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
が

オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
㈱
本
社
工
場
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
備
新
青
年
部
・
備
前

地
区
女
性
部
が
協
力
し
、
一
般
消
費
者

１
２
０
名
の
方
に
牛
乳
の
生
産
・
製
造
・

販
売
の
工
程
を
経
験
し
て
も
ら
い
、
牛
乳

が
食
卓
に
届
く
ま
で
を
体
験
を
し
て
も
ら

参
事　

馬
場
様
、
お
か
や
ま
酪
農
業
協
同

組
合
代
表
理
事
組
合
長　

檜
尾
様
か
ら
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
第
１
号
議
案
か
ら
第

５
号
議
案
ま
で
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
来
賓
の
方
々
を
交
え

懇
親
会
を
開
催
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
忙
の
中

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
来
賓
、
組
合
員

の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
び
ほ
く
地
区
良
質
乳
表
彰

・
最
優
秀
賞　

上
森　
　

亨
さ
ん

・
優
秀
賞　

三
上　

隆
久
さ
ん

・
努
力
賞　

坂
本
登
志
男
さ
ん

（
び
ほ
く
事
務
所
）

い
ま
し
た
。

　

生
産
ブ
ー
ス
で
は
、
備
新
青
年
部
員
に

牛
柄
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
で
消
費
者
へ
向
け
て
、

日
々
の
仕
事
内
容
や
酪
農
の
魅
力
を
語
っ

て
い
た
だ
き
、
模
擬
牛
を
使
っ
て
の
搾
乳

体
験
や
牛
の
体
の
仕
組
み
、
実
際
の
飼
料

な
ど
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
製
造
ブ
ー

ス
で
は
、
工
場
内
の
製
造
ラ
イ
ン
を
見
学

後
、風
味
検
査
と
し
て
３
種
類
の
牛
乳（
低

脂
肪
乳
・
成
分
無
調
整
乳
・
加
工
乳
）
の

飲
み
比
べ
を
し
て
も
ら
い
、
販
売
ブ
ー
ス

で
は
、
工
場
敷
地
内
に
設
置
さ
れ
た
商
品

陳
列
棚
に
出
来
上
が
っ
た
商
品
を
陳
列
す

る
体
験
を
し
た
後
、
備
前
地
区
女
性
部
員

に
よ
る
手
作
り
の
「
牛
乳
も
ち
」「
ラ
ッ

シ
ー
」
が
振
舞
わ
れ
、消
費
者
か
ら
は
「
美

味
し
い
」
と
大
好
評
で
し
た
。

　

猛
暑
の
中
で
す
が
、
多
く
の
親
子
連
れ

が
参
加
さ
れ
、
模
擬
牛
で
搾
乳
を
し
て
、

上
手
く
搾
れ
て
喜
ぶ
人
、
風
味
検
査
で
牛

乳
の
種
類
を
当
て
た
人
・
当
て
ら
れ
な

か
っ
た
人
、
陳
列
体
験
を
一
生
懸
命
に

や
っ
て
い
た
人
な
ど
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

楽
し
ま
れ
、
消
費
拡
大
の
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

暑
い
中
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
消
費
者

の
方
々
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
備
新
青
年

部
・
備
前
地
区
女
性
部
の
皆
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
西
大
寺
事
務
所
）

岡
山
県
酪
農
酪
政
連
備
北
支
部
・

び
ほ
く
酪
農
組
合
定
期
総
会
を
開
催

オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

乳質表彰者
（左から三上さん・上森さん・坂本さん）

総会のようす

備新青年部より挨拶のようす
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●

●

●

ひ

ろ

ば

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
真
庭
市　

大
江
健
太
郎
様
よ
り
香
典
返
礼
金
と
し
て
、（
一
財
）

お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事

報

理

会

告

　

令
和
８
年
６
月
30
日
、
第
３
１
５
回
理

事
会
を
理
事
９
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

檜
尾
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
８
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
８
年
度
５
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
定
例
監
事
監
査
の
結
果
に
対
す
る
回
答

に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
決
算
に
係
る
監
事
監
査
報

告
に
対
す
る
回
答
を
監
事
に
報
告
し
た
。

○
職
員
の
定
期
昇
給
及
び
夏
季
手
当
に
つ

い
て

　

令
和
８
年
度
職
員
の
定
期
昇
給
及
び
夏

季
手
当
の
支
給
を
決
定
し
た
。

○
職
員
給
与
規
定
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

給
与
規
定
が
実
際
の
業
務
内
容
と
異
な

る
た
め
、
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
内

容
を
確
認
し
、
承
認
し
た
。

○
生
乳
乳
質
改
善
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　

生
乳
を
出
荷
す
る
食
品
生
産
事
業
者
と

し
て
の
責
務
を
強
化
す
る
た
め
、
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
内
容
を
確
認
し
、
承

認
し
た
。

○
乳
質
改
善
褒
章
要
領
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

乳
質
改
善
褒
章
要
領
の
褒
章
対
象
者
に

つ
い
て
内
容
を
協
議
し
、
要
領
の
一
部
変

更
に
つ
い
て
内
容
を
確
認
し
、承
認
し
た
。

○
き
び
じ
酪
農
運
輸
倉
庫
管
理
委
託
費
の

継
続
に
つ
い
て

　

き
び
じ
酪
農
運
輸
の
要
請
に
つ
い
て
協

議
し
、
経
営
継
続
対
策
を
継
続
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
の
日
程
に
つ
い
て
、
岡

山
県
畜
産
共
進
会
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

東
京
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
生
ま

れ
育
っ
た
私
は
、
動
物
が
好
き
で
畜
産

系
の
大
学
に
進
学
し
た
も
の
の
、
勉
強

も
せ
ず
毎
日
部
活
動
に
明
け
暮
れ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
卒
業
ま
で
あ
と

半
年
と
い
う
頃
に
な
っ
て
、
突
然
「
牧

場
に
就
職
す
る
！
」
と
言
い
出
し
、
周

り
の
大
人
を
困
惑
さ
せ
ま
し
た
。「
こ

の
ま
ま
牧
場
に
就
職
し
て
も
恥
を
か
く

だ
け
」
と
呆
れ
気
味
の
先
生
に
泣
き
つ

き
、
搾
乳
、
除
角
、
去
勢
、
機
械
や
道

具
の
使
い
方
な
ど
を
大
急
ぎ
で
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
不
勉
強

す
ぎ
て
頭
を
抱
え
た
く
な
る
出
来
事
が

続
出
。
初
め
て
の
直
検
で
は
「
下
の
方

を
触
り
な
が
ら
奥
に
進
ん
で
い
く
と
二

つ
に
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ

ろ
う
？
そ
れ
が
子
宮
だ
よ
」
と
言
わ

れ
、「
？
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
一
本
道

で
す
が
…
」
と
答
え
る
始
末
。
腸
壁
越

し
に
子
宮
を
触
る
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
お
ら
ず
、
手
を
入
れ
て
い
る
と
こ

ろ
（
直
腸
）
が
枝
分
か
れ
す
る
と
思
い

込
ん
で
い
た
の
で
す
。
恐
ろ
し
い
。

　

半
年
後
、
先
生
方
の
苦
笑
い
と
と
も

に
卒
業
し
、
諸
々
の
資
格
を
取
得
し
た

後
に
就
職
し
た
牧
場
で
は
、
私
と
入
れ

違
い
で
牧
場
長
が
辞
職
し
、
残
っ
た
の

は
私
と
ア
ル
バ
イ
ト
一
人
だ
け
。
人
手

不
足
か
ら
育
成
牛
を
減
ら
す
こ
と
に
し

た
も
の
の
、
一
体
ど
の
子
を
売
れ
ば
い

い
の
や
ら
。
馬
喰
さ
ん
（
家
畜
取
引
業

者
）
に
「
適
当
に
持
っ
て
行
っ
て
」
と

お
任
せ
し
た
と
こ
ろ
、「
高
く
売
れ
る

か
ら
」
と
未
経
産
を
【
上
か
ら
順
番
に
】

５
頭
連
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
失
敗
に

気
づ
い
た
の
は
夏
の
暑
熱
で
搾
乳
牛
が

立
て
続
け
に
廃
用
に
な
っ
て
か
ら
。「
搾

乳
牛
が
増
え
る
の
、
何
カ
月
後
よ
？
」

と
、
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
た
牛
舎
で
途
方

に
暮
れ
た
も
の
で
す
。
本
当
に
恐
ろ
し

い
。

　

あ
れ
か
ら
知
識
・
経
験
の
浅
さ
ゆ
え

の
失
敗
を
成
長
の
糧
と
し
て
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、近
頃
は
「
思
い
出
せ
な
い
」

「
覚
え
て
い
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
年

齢
か
ら
く
る
失
敗
に
頭
を
抱
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
の
研
究
に
よ
る
と
、
44
歳
と
60
歳
で

急
激
に
老
化
が
進
行
す
る
の
だ
と
か
。

す
で
に
一
度
目
の
急
速
老
化
を
終
え
た

今
、
成
長
に
つ
な
が
ら
な
い
失
敗
と
は

ど
う
付
き
合
っ
て
い
け
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
…
…
。

　

10
年
後
、
二
度
目
の
急
速
老
化
を
迎

え
る
頃
に
は
、
今
日
書
い
た
こ
と
す
ら

忘
れ
て
、
同
じ
内
容
の
原
稿
を
再
度
書

い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

失
敗
は
成
長
の
も
と
？

生
産
支
援
課
　
高
見
　
奈
々

お
知
ら
せ

　

令
和
８
年
８
月
分
乳
代
精
算
日
を
９
月
24
日
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
９
月
18
日

に
変
更
い
た
し
ま
す
。
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生乳販売量（令和8年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和8年度）生乳販売量（令和7年度） 購買取扱数量（令和7年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

６

６
４～６

４～６
６

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
受　託 飲　用 その他地 域 受託乳量（トン) 乳製品

５７４,４１５
１,７６８,１１５

７,６９８
２４,３５０
３３４,５６９

２８３,５８４
８２７,１２１
７,３２１
２１,９０５
６５,６２２

１４８,９０４
５０１,０１１

２３７
１,８４２

１３１,４６０

１４１,９２７
４３９,９８４

１４０
６０３

１３７,４８７

98.5 
98.4 
99.5 
98.4 
98.0 

98.5 
98.2 
99.4 
98.1 
99.8 

97.4 
97.2 
82.9 
90.1 
95.8 

99.6 
100.2 
160.9 
162.5 
99.4 

,

4,662

4,999

7,698

7,738

　

７
月
に
つ
い
て
は
、
出
回
り
頭
数
が
小
幅
な
増
加
に
留
ま
る
な
か
、
本
格
的
な
暑
熱

期
と
な
り
需
要
に
懸
念
は
あ
っ
た
も
の
の
、
一
定
の
引
き
合
い
は
見
ら
れ
た
こ
と
で
、

63
万
１
千
円
（
前
月
比
１
万
１
千
円
高
・
前
年
比
５
万
２
千
円
高
）
と
保
ち
合
い
で
推

移
し
ま
し
た
。

　

８
月
に
つ
い
て
は
、
出
回
り
頭
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
秋
分
娩
中
心
の
取

引
と
な
り
、
暑
熱
事
故
等
の
代
替
な
ど
一
定
の
更
新
需
要
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
猛

暑
が
長
引
く
懸
念
も
あ
り
、
初
妊
牛
相
場
は
、
現
状
水
準
程
度
で
の
価
格
展
開
が
予
測

さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
８月

６日　定例監事監査（〜７日）

20日　業務委員会

24日　管理職会議

31日　理事会

９月

18日　管理職会議

25日　牛乳・乳製品

料理コンクール書類審査

　　　蒜山地区乳牛共進会

30日　理事会

謹んで令和８年熊本地震の
お見舞い申し上げます

　被災された皆様に、心よりお見
舞い申し上げます。
　１日も早く復旧されますことを
心からお祈り申し上げます。
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